
図－６　個別業務処理定義書（事例：製造業－営業関連業務）（ＨＩＰＯ方式による記述）

ビジネスプロセス（業務処理）名 受注オーダ処理 個別業務処理名 納期回答

出力情報／指示伝達

（１）納期回答
（２）在庫引当
（３）生産計画引当
（４）生産枠引当
（５）顧客希望納期変更要求

入力／処理要求

（１）受注オーダ

アクティビティ（意思決定処理）

（１）受注オーダ納期確認（顧客希望納期の設定）
（２）標準納期以内であれば顧客希望納期で納期確約
（３）在庫製品であれば引当し希望納期で納期確約
（４）在庫切れの製品は仕掛品（生産計画引当分）で希望納期の
　　ものがあれば引当し納期確約
（５）部材在庫がある場合は、総標準加工組立に要するリードタ
　　イムを取り、希望納期以内に製品が完成する場合は納期確約
（６）部材不足の場合は、調達納期を確認し、総標準加工組立に
　　要するリードタイムを取り、希望納期以内に製品が完成する場
　　合は納期確約
（７）顧客希望納期で、部材手配、生産計画手配が出来ない場合
　　は顧客希望納期変更要求で営業担当が交渉開始することを
　　依頼

参照情報

（１）受注実績
（２）在庫量
（３）仕掛品完成予定量

規程／標準／要領

（１）受注管理要領書
（２）在庫管理要領書
（３）生産計画要領書

出典：『エンドユーザによるビジネスシステム定義の進め方』　平成16年4月　社団法人日本情報システム・ユーザー協会


